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１ 訓練の概要 
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（１）目 的 

国民保護法に基づき、国、地方公共団体、その他関係機関及び地域住民が一体と

なった共同の実動訓練を実施し、関係機関の機能確認及び関係機関相互の連携強化

を図るとともに、国民の保護のための措置に対する国民の理解の促進を図る。 

 

（２）実施日時 

平成２７年１月２０日（火）１１：３０ ～ １５：００ 

 

（３）想 定 

福岡市地下鉄橋本駅に到着した電車内において、化学剤（サリン）が散布され、

多数の死傷者が発生する。その後、犯行グループは、駅に隣接する大型商業施設に

対する爆破を予告する。 

 

（４）主な訓練実施場所 

  ア 福岡市地下鉄橋本駅 

   （福岡市西区橋本２丁目３７） 

・初動対処訓練（避難誘導、救出・救助等） 

・除染、応急救護訓練 

    ・被災者搬送訓練 

   ・現地調整所運営訓練 

 

 

 

 

  イ 独立行政法人国立病院機構 

九州医療センター 

   （福岡市中央区地行浜１丁目８番地１号） 

 ・被災者（化学剤曝露者）受入訓練 

   ・医療救護訓練 

・遺族支援訓練 
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   ウ 福岡大学病院 

   （福岡市城南区七隈７丁目４５番１号） 

    ・被災者（化学剤曝露者）受入訓練 

・医療救護訓練 

 

 

 

 

 

エ 福岡赤十字病院 

 （福岡市南区大楠３丁目１番１号） 

   ・被災者（化学剤曝露者）受入訓練 

 ・医療救護訓練 

 

 

 

 

 

オ 自衛隊福岡病院 

（春日市小倉東１丁目６１番地） 

・被災者（化学剤曝露者）受入訓練 

・医療救護訓練 

 

 

 

 

 

 

カ 福岡市立西体育館 

 （福岡市西区拾六町１丁目１３番３５号） 

・救援訓練（避難所運営訓練等） 
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  キ 福岡県庁 

   （福岡市博多区東公園７番７号） 

・通信訓練（テレビ会議） 

・合同対策協議会運営訓練 

 

 

 

 

 

  ク 総理大臣官邸 

   （千代田区永田町２丁目３番１号） 

・通信訓練（テレビ会議） 
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図１ 主な訓練実施場所の配置 

自衛隊福岡病院 
・被災者（化学剤曝露者）受入訓練 

・医療救護訓練 

福岡大学病院 
・被災者（化学剤曝露者）受入訓練 

・医療救護訓練 

福岡赤十字病院 
・被災者（化学剤曝露者）受入訓練 

・医療救護訓練 

 

福岡県庁 
・通信訓練（テレビ会議） 

・合同対策協議会運営訓練 国立病院機構九州医療センター 
・被災者（化学剤曝露者）受入訓練 

・医療救護訓練 

・遺族支援訓練 

 

福岡市地下鉄橋本駅 
・初動対処訓練 

・除染・応急救護訓練 

・被災者搬送訓練 

・現地調整所運営訓練 

福岡市立西体育館 
・救援訓練（避難所運営訓練等） 
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（５）各サイトにおける訓練項目 

ア 福岡市地下鉄橋本駅等 

（ア） 初動対処訓練 

・ゾーニング 

・被災者の避難誘導、救出・救助 

・鉄道事業者による初動措置 

（イ） 除染・応急救護訓練 

・除染前トリアージ 

・除染処置(乾式・湿式除染) 

・搬送トリアージ（生理学的、解剖学的トリアージ） 

    ・救護処置 

（ウ）被災者搬送訓練 

・救急搬送 

・ヘリ搬送 

・バス搬送 

（エ）現地調整所運営訓練 

イ 医療機関 

（ア）被災者受入訓練 

・被災者（化学剤曝露者）の受入準備 

・被災者（化学剤曝露者）の収容 

（イ）医療救護訓練 

（ウ）遺族支援訓練（※独立行政法人国立病院機構九州医療センターで実施） 

ウ 福岡市立西体育館 

救援訓練 

・避難所運営訓練 

・安否情報収集 

・メンタルヘルスへの配慮 

・給食 

エ 福岡県庁 

（ア）総理大臣官邸との通信訓練（テレビ会議） 

（イ）合同対策協議会運営訓練 
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（６）参加機関等 

  ア 主 催 

    内閣官房、福岡県、福岡市 

  イ 指定行政機関 

    警察庁、消防庁、厚生労働省、国土交通省、防衛省 

  ウ 指定地方行政機関 

    九州管区警察局、九州運輸局、福岡管区気象台 

  エ 指定公共機関（医療機関を除く） 

    西日本鉄道株式会社、日本赤十字社福岡県支部 

  オ 警察 

    福岡県警察 

  カ 消防 

    福岡市消防局、北九州市消防局、糸島消防本部、筑紫野大宰府消防組合消防本

部、春日・大野城・那珂川消防組合消防本部、粕屋南部消防組合消防本部、宗像

地区消防本部、粕屋北部消防本部、福岡市西消防団 

キ 自衛隊 

     陸上自衛隊（西部方面隊第４師団）、自衛隊福岡地方協力本部、自衛隊福岡病院 

  ク 医療機関 

    独立行政法人国立病院機構九州医療センター、済生会福岡総合病院、福岡大学

病院、九州大学病院、福岡赤十字病院、福岡和白病院、福岡記念病院、福岡青洲

病院、独立行政法人国立病院機構福岡東医療センター、公益社団法人福岡県医師

会、一般社団法人福岡市医師会、公益財団法人福岡県メディカルセンター 

  ケ その他関係機関等 

    学校法人滋慶文化学園福岡医健専門学校、学校法人藤川学園公務員ビジネス専

門学校、博多あん・あんリーダー会、壱岐南校区自治協議会、公益財団法人日本

中毒情報センター 

 

（７）訓練評価 

   下記体制により、外部有識者による評価を実施する。 

  ＜委員長＞ 大阪府立急性期・総合医療センター      吉 岡 敏 治 

  ＜委 員＞ 警察庁警備局警備課             石 田 武 弘 

  ＜委 員＞ 長崎県危機管理課              石 橋  勉 

  ＜委 員＞ 独立行政法人国立病院機構災害医療センター  小井土雄一 

  ＜委 員＞ 救急振興財団救急救命九州研修所       郡 山 一 明 

  ＜委 員＞ 消防庁国民保護・防災部           小 林 信 之 

  ＜委 員＞ 陸上自衛隊化学学校             長谷川  勝 

（敬称略五十音順） 
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（８）国民保護研修会 

   国民保護について一層の理解を促進するとともに、今回の訓練の円滑な実施及び

訓練参加機関相互の認識の共通化、訓練効果の増大等を図ることを目的として、訓

練実施前の平成２６年１２月１５日（月）に福岡県福岡市（パピヨン２４（２階）「ガ

スホール」）で国民保護研修会を開催。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここには、国民保護研修会チラシ差し込みする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

お申し込みは、「内閣官房 国民保護ポータルサイト」 http://www.kokuminhogo.go.jp/  へ 
主催：内閣官房 ／ 福岡県 ／ 福岡市 

 

12 月15 日(月)18:00～19:40 (17:30 開場) 

    
パピヨン 24 (2 階)「ガスホール」  一般公開（事前登録制） 

福岡県では、平成２７年１月２０日（火）に国民保護共同実動訓練を実施します。これに先立ちまして、関係者の方はもとより一般の

市民のみなさまにも、テロ等の災害が発生した場合の避難、救援活動等をご理解頂くために研修会を開催します。 

プログラム 

◎主催者あいさつ 

◎パネルディスカッション 

 「身近に潜む災害・テロへの備え」 

   ～地域社会における危機管理～ 

 コーディネーター 

お申し込み方法(2014 年 11 月 30 日必着) / 本チラシの裏面が申込み用紙となっておりますので、必要事項を記入の上、FAX でお申し込み下さい。また、インターネットからも

申し込むことができますので、本チラシの最下段に記載の「内閣官房 国民保護ポータルサイト」をご確認下さい。 
※ご入場の際は、事前登録が必要となります。FAX でお申し込みの方は、ご送信いただきました申込用紙を当日会場にご持参下さい。国民保護ポータルサイトからお申し込みいただいた方には、整理番号を 

お知らせしますので、当日その番号を受付でお申し伝え下さい。 
※応募者多数の場合は、お申し込みの際の先着順とさせていただきますますので、ご了承下さいますようお願いいたします。 

内閣官房 

内閣審議官 

（株）総合防災ソリューション 

特任参与 

小林良三 
福岡県安全・安心まちづくり 福岡県総務部 

パネリスト 

大庭誠司 佐藤喜久二 
国立病院機構九州医療センター 

救命救急部部長 

十時 裕 

アドバイザー 

藤山泰三 

防災危機管理局長 

 地下鉄によるアクセス 

   「千代県庁口」・4 番出口と直結 

   バスによるアクセス 

   西鉄バス停「千代町」で下車、徒歩 0 分  

(福岡市博多区千代１－１７－１)        入場無料 
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２ 訓練の流れ（シナリオ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【用語の定義】 

赤タグ：緊急治療が必要な重症患者（緊急治療群） 

黄タグ：入院を要する中等症の患者（準緊急治療群） 

緑タグ：入院を要しない軽症の患者（非緊急治療群） 

黒タグ：災害による死者 

被災者：災害に遭った者（化学剤非曝露者も含む） 
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表１ 訓練全体の流れ 

時間 発災現場等 医療機関 県庁・市役所 政 府 

1130 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1200 

 

 

 

 

 

 

 

1230 

 

 

 

1300 

 

 

 

1330 

 

 

 

1400 

 

 

1430 

 

 

1500 

地下鉄橋本駅３番線ホームに到着

した電車内でサリン散布事案発生 

鉄道事業者等による初動措置 

消防によるＮＢＣ簡易検知 

ゾーニング開始 

被災者の救出・救助開始 

除染前トリアージ 

被災者の除染開始 

 

 

現地調整所開設 

ＤＭＡＴ順次到着 

搬送トリアージ、応急処置開始 

赤タグ・黄タグの救急搬送開始 

赤タグのヘリ搬送開始 

 

避難所設置 

避難所への緑タグ等の搬送開始 

 

 

大型商業施設に爆破予告 

 

 

駅構内の除染開始 

 

 

駅構内の除染完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練終了 

 

 

 

 

被災者受入準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被災者順次受入 

医療処置 

 

 

県緊急対処事態対

策準備室設置 

市国民保護対策準

備室設置 

自衛隊に災害派遣

要請 

関係機関に応援要

請 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急対処事態対策

本部設置 

 

 

 

 

 

 

テレビ会議 

合同対策協議会へ

の参加 

 

 

官邸対策室設置 

緊急参集チーム招集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国家安全保障会議 

臨時閣議 

緊急対処事態の認定 

緊急対処事態対策本部

設置 

 

 

 

 

 

 

 

テレビ会議 

合同対策協議会開催 

 

青字は仮想の動きで、実動による訓練は実施しない。 
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コラム：化学災害における区域設定（ゾーニング）と隊員の防護措置 

１ 化学災害における区域設定（ゾーニング） 

化学災害発生時の初期段階においては、原因物質の種類、濃度等が不明な状況下で初動対処

機関は事案対処することになります。通常、有毒ガス等が発生しえない場所において、「複数の人

が倒れた」、「息苦しい」等の通報を認知した場合には、化学災害（テロ）の疑いを持った対処が必

要です。初動対処では、①活動隊員の安全管理②原因物質の特定③関係機関との連携④被害の

拡大・二次的被害の防止を図ることになります。そのためには、原因物質の特性、危険度に応じた

区域設定（以下、「ゾーニング」という。）を的確に行って現場活動を展開する必要があります。 

ここでは、ゾーニングと隊員の防護措置について

説明します。ゾーニングは、危険度の高い順に危

険区域（ホットゾーン）、準危険区域（ウォームゾー

ン）、警戒区域（コールドゾーン）を設定します（右

表１参照）。ゾーニングは、災害発生場所、化学剤

等の種類、漏えい等の形態・量、気象状況等によ

って変化します。また、多数の被災者などにより現

場が混乱している場合は、早期に現場を統制する

ため、簡易検知結果に先行して被災者が倒れて

いる範囲を危険区域（ホットゾーン）とし、被災者

の移動等に伴い汚染区域が拡大する可能性のあ

る区域（曝露者が集合する場所、除染場所等）を

準危険区域（ウォームゾーン）として管理します。

また、化学災害現場での隊員の防護措置は、原

因物質が推定できるまでは、最高レベルの防護

措置であるレベル A での活動とし、簡易検知結果

等から原因物質の推定ができた場合には、推定された原因物質に応じた防護措置による活動が

可能となることから、各実動機関が定める活動基準（マニュアル）に従った活動をすることになりま

す（右表２参照）。ただし、化学剤の種類によっては、レベルＢ以下の防護措置では、危険区域（ホ

ットゾーン）での活動ができない可能性もあるため、専門家の指示に従う必要があります。 

２ 地下鉄等における化学災害時の対応 

地下鉄、地下街には、地上への出入口、通気口等が多数存在します。このような場所において、

化学災害等が発生した場合には、構造を確認して化学剤等が拡散する可能性のある出入口、通

気口、換気口、排気口等ごとに危険区域（ホットゾーン）を設定する必要があります。今回訓練で

は、地下鉄駅において、化学剤テロが発生して多数の被災者が発生する想定で訓練を実施します

が、発生直後に事業者が駅換気装置・空調装置の停止措置を実施することにより地上部への化学

剤の拡散はしていないとの前提条件を付しており、通気口、換気口、排気口等ごとの地上部の危

険区域（ホットゾーン）の設定をしていないことに留意してください。 

（表１）    区域（ゾーン）の概要 

（表２）  化学災害時のレベル別防護措置 

※出所：化学災害又は生物災害時における消防機関が行う活動マニュアル 
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 ＭＥＭＯ 
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３ 各サイトにおける訓練内容等 
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（１）福岡市地下鉄橋本駅等における訓練（表２参照） 

ア 初動対処訓練 

 ・ゾーニング 

  防護措置のレベルに応じて、駅内外に危険区域（ホットゾーン）、準危険区域（ウ

ォームゾーン）及び警戒区域（コールドゾーン）を設定する。 

・被災者の避難誘導、救出・救助 

 被災者の避難誘導及び救出・救助を実施する。 

・鉄道事業者による初動措置 

 発災直後の初期対応として、鉄道事業者が被災者の誘導等を実施する。 

イ 除染・応急救護訓練 

 ・除染前トリアージ 

 化学剤の付着状況により、除染方法を決定する。 

・除染処置(乾式・湿式除染) 

 除染エリアを設置し、衣服や体表に付着した化学剤を乾式除染（脱衣、清拭）

又は湿式除染（洗浄）により除去する。 

・搬送トリアージ（生理学的、解剖学的トリアージ） 

 現場救護所の体制等を踏まえ、トリアージポストにおいて患者の搬送の順位付

けを行う。 

・救護処置 

  現場救護所において、呼吸・気道の安定維持、痙攣管理などを目的に応急処置

を行う。 

ウ 被災者搬送訓練 

・救急搬送 

 被災者（赤タグ及び黄タグ）を救急車により、臨時ヘリポート又は県内医療機

関へ搬送する。 

・ヘリ搬送 

  被災者（赤タグ）を発災現場近傍の臨時ヘリポートから県内災害拠点病院等へ

搬送する。 

・バス搬送 

被災者（緑タグ及び非曝露者）を指定公共機関のバスにより避難所へ搬送する。 

エ 現地調整所運営訓練 

    関係機関（福岡県、福岡市、警察、消防、自衛隊、ＤＭＡＴ、福岡市交通局）

の活動調整を行うため、現地調整所を設置・運営する。 
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 表２ 福岡市地下鉄橋本駅等における訓練の流れ 

時刻 行動等 

1130 

 

 

 

 

 

 

1200 

 

 

 

 

 

 

1230 

 

 

 

1300 

 

 

1330 

 

 

1400 

 

 

1430 

橋本駅３番線ホームに到着した電車内でサリン散布事案発生 

鉄道事業者による初動措置（通報、構内放送、駅地上部広場への避難誘導） 

消防、警察による対応開始（ＮＢＣ簡易検知、避難誘導、立入禁止措置等） 

ゾーニング 

被災者の救出・救助開始 

除染前トリアージ 

 

現地調整所開設 

被災者の除染開始 

ＤＭＡＴ順次到着 

搬送トリアージ、応急処置開始 

被災者（赤タグ・黄タグ）の救急搬送開始 

被災者（赤タグ）のヘリ搬送開始 

 

避難所への被災者（緑タグ・非曝露者）のバス搬送開始 

大型商業施設に爆破予告 

 

 

 

自衛隊による駅構内の除染開始 

 

自衛隊による駅構内の除染完了 

 

 

 

 

 

訓練終了 

青字は仮想の動きで、実動による訓練は実施しない。 
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図２ 福岡市地下鉄橋本駅等における活動図（全体図） 

 

 

 

図３ 福岡市地下鉄橋本駅等における活動図（駅地下２階） 
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図４ 福岡市地下鉄橋本駅等における活動図（駅地下１階） 

 

 

 

 

図５ 福岡市地下鉄橋本駅等における活動図（駅地上部） 
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図６ 福岡市地下鉄橋本駅等における活動図（ヘリによる被災者搬送）  
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【参考】訓練イメージ（これまでに実施された訓練の記録写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＢＣの検知（Ｈ２１ 徳島） 

 

 

 

 

 

 

 

 

重症者の救出（Ｈ２４ 山形） 

 

 

 

 

 

 

 

 

現場での応急処置（Ｈ２４ 滋賀） 

 

 

 

 

 

 

 

 

現場除染（Ｈ２５ 青森） 

 

 

 

 

 

 

 

 

発災現場への進入（Ｈ２２ 茨城） 

 

 

 

 

 

 

 

 

除染（Ｈ２１ 兵庫） 

 

 

 

 

 

 

 

 

重症者のヘリ搬送（Ｈ２３ 長崎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地調整所（Ｈ２２ 熊本） 

差し替え 
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（２）医療機関における訓練（表３参照） 

ア 被災者受入訓練 

・被災者（化学剤曝露者）の受入準備 

 多数の被災者に対応する医師及び医療スタッフの確保・配置、医療資機材等の

事前準備を行う。 

・被災者（化学剤曝露者）の収容 

 救急車又はヘリにより順次搬送される被災者の収容を実施する。 

イ 医療救護訓練 

 収容された被災者に対し、医療処置を実施する。 

  ウ 遺族支援訓練（※国立病院機構九州医療センターで実施） 

県警被害者支援・相談課員等による遺族対応を行う。 

 

表３ 医療機関における訓練の流れ 

時刻 行動等 

1130 

 

 

1200 

 

 

1230 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1300 

 

 

1330 

 

1430 

橋本駅３番線ホームに到着した電車内でサリン散布事案発生 

 

被災者受入準備開始 

 

 

 

救急搬送された被災者（赤タグ・黄タグ）順次到着、収容・医療処置を実施 

≪国立病院機構九州医療センター、福岡大学病院≫ 

ヘリ搬送された被災者（赤タグ）及び救急搬送された被災者（黄タグ）順次到

着、収容・医療処置を実施≪福岡赤十字病院≫ 

ヘリ搬送された被災者（赤タグ）順次到着、収容・医療処置を実施≪自衛隊福

岡病院≫ 

その他の被災者（赤タグ・黄タグ）は県内災害拠点病院等に順次収容・医療処

置 

 

自力来院者対応≪国立病院機構九州医療センター、福岡大学病院、福岡赤十字

病院≫ 

 

遺体安置所・遺族対応室の設置 

検視・遺族対応の実施≪国立病院機構九州医療センター≫ 

 

 

 

訓練終了 

青字は仮想の動きで、実動による訓練は実施しない。 
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図７ 国立病院機構九州医療センターにおける活動図 

 

 

図８ 福岡大学病院における活動図 
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図９ 福岡赤十字病院における活動図 

 

 

図１０ 自衛隊福岡病院における活動図 
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【参考】訓練イメージ（これまでに実施された訓練の記録写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院での受入（Ｈ２２ 熊本） 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院での医療処置（Ｈ２４ 滋賀） 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院での受入（Ｈ２３ 長崎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院での医療処置（Ｈ２５ 青森） 
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（３）福岡市立西体育館における訓練（表４参照） 

   救援訓練 

・避難所運営訓練 

被災者を収容する避難所（医療救護所含む）の設営・運営を行う。 

・安否情報収集 

被災者及び避難者の安否情報を収集し、安否情報システムに入力を行う。 

・メンタルヘルスへの配慮 

心理学的情報提供としてのチラシ配布、医療チームによる問診、健康相談等を

行う。 

・給食 

業者による弁当の搬送、食事提供を行う。 

 

表４ 福岡市立西体育館における訓練の流れ 

時刻 行動等 

1130 

 

 

1200 

 

 

1230 

 

 

1300 

 

 

1430 

橋本駅３番線ホームに到着した電車内でサリン散布事案発生 

 

 

 

 

避難所設置（医療救護所含む） 

 

順次、被災者（緑タグ、非曝露者）の受入れ 

安否情報収集、被災者（緑タグ）への医療救護活動等 

給食 

 

 

訓練終了 
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図１１ 福岡市立西体育館における活動図 
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【参考】訓練イメージ（これまでに実施された訓練の記録写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 

被災者の受付（Ｈ２２ 茨城） 

 

 

 

 

 

 

 

  

避難した被災者（Ｈ２５ 青森） 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難所での医療救護（Ｈ２３ 長崎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

安否情報の収集（Ｈ２４ 山形） 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難した地域住民（Ｈ２４ 滋賀） 

 

 

 

 

 

 

 

 

炊き出し（Ｈ２４ 山形） 
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コラム：災害発生時のメンタルヘルスへの配慮 

大規模な自然災害や事件・事故が起こった場合、被災者・被害者の身体面での治療行為が

必要であることはもちろんですが、それに加えて、精神面のケアが求められます。 

 大規模災害が起こると、家族や親しい知人、家財を失うことや、あるいは災害後の生活環

境の大きな変化や将来の生活への漠然とした不安が、精神的に大きなストレスとなります。

これが原因で、気持ちや体のバランスを崩すことがあ

りますが、その多くは一時的なもので、自然に回復し

ます。 

 しかし、ストレスが長引いたりする場合には、うつ

病、パニック発作、ＰＴＳＤ（心的外傷後ストレス障

害）などの精神疾患を引き起こすこともあります。災

害が起きた直後の被災者・被害者への精神面のフォロ

ーとして、これから起こりうる症状とその回復の見通

しについて、十分にお知らせすることが重要です。特

に、テロの場合には、事件後に被災者が分散してしま

い、後から対処することが難しいこともあり、発災直

後に、避難所などの現場で情報を提供することが重要

と考えられています。 

 国民保護訓練においては、このようなお知らせを行

うためのチラシを作成し、避難所に避難した方に配布

するなどし、メンタルヘルスなどに配慮した避難所の

運営訓練を実施しています。今回訓練においても「避

難所スクリーニング問診票」及び「災害にあわれた皆

様へ」（右図参照。図はイメージ。）を配布します。 

 大規模テロ事案に限らず、万一、大規模な自然災害

などが発生した際には、各自治体・各実動機関におい

て、身体的な救出救護だけではなく、被災者のメンタ

ルヘルスにも十分に配慮した取組みが行われること

が期待されています。 
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（４）福岡県庁における訓練 

ア 通信訓練（テレビ会議） 

総理大臣官邸とテレビ会議システムにより接続し、協議・情報共有を行う。 

イ 合同対策協議会運営訓練 

政府、福岡県、福岡市及び関係機関等による合同対策協議会を開催し、今後の

対応課題等について、協議・情報共有を行う。 

 

 

【参考】訓練イメージ（これまでに実施された訓練の記録写真） 
 

 

 

 

 

 

 

 

テレビ会議（Ｈ２５ 青森） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 合同対策協議会（Ｈ２３ 長崎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

テレビ会議（Ｈ２４ 滋賀） 

 

 

 

 

 

 

 

 

合同対策協議会（Ｈ２４ 山形） 
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参考１ 過去に実施した国民保護共同実動訓練について 

（１）青森県国民保護共同実動訓練（平成２５年度） 

ア 主催者 

    内閣官房、青森県、弘前市 

イ 実施年月日 

    平成２５年１１月７日（木） 

ウ 訓練想定 

イベント開催中の弘前市運動公園において、放射性物質「セシウム１３７」を 

含んだ爆発物（ダーティボム）が爆発し、多数の死傷者が発生する。 

 

   

 

 

 

 

 

ＮＢＣ簡易検知 

 

   

 

 

 

 

 

現場での簡易除染 

                     

               

 

 

 

 

 

病院におけるスクリーニング 

 

    

 

 

 

 

 

ＳＣＵへの患者収容 

 

   

 

 

 

 

 

現地調整所 

 

   

 

 

 

 

 

避難所における医療救護 
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（２）山形県国民保護共同実動訓練（平成２４年度） 

ア 主催者 

内閣官房、山形県、山形市 

イ 実施年月日 

平成２４年１１月２０日（火） 

ウ 訓練想定 

ＪＲ山形駅に到着した電車内及びホームにおいて、化学剤（サリン）が散布され、

多数の死傷者が発生する。その後、犯行グループは、駅に隣接するビルの爆破を予

告する。 

 

     

鉄道事業者による避難誘導 

 

    

発災現場での救助活動 

 

               

消防車両を活用した乾式除染 

 

    

病院における湿式除染 

 

     

現地調整所 

 

    

避難した被災者 
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（３）滋賀県国民保護共同実動訓練（平成２４年度） 

ア 主催者 

    内閣官房、滋賀県、野洲市 

イ 実施年月日 

    平成２４年１０月２０日（土） 

ウ 訓練想定 

ＪＲ東海道本線に仕掛けられた爆発物が爆発し、走行中の車両（４両編成）が脱

線・大破して多数の死傷者が発生する。その後、近傍の線路上においても爆発物が

発見される。 

 

   

救出・救助 

 

   

避難住民の誘導 

                     

               

鉄道事業者等による担架搬送 

 

    

炊き出し 

 

   

現地調整所 

 

   

合同対策協議会 
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参考２ 国民保護あれこれ
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参考３ 国民保護ポータルサイト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○国民保護法とは 
・避難の仕組み、救援の仕組み 

 ・武力攻撃事態の類型、緊急対処事態とは 
 ・警報のサイレン など 

○有事関連法制について 
国民保護法、国民の保護に関する基本指針など 

○武力攻撃やテロなどから身を守るために 
避難にあたっての留意点など 

○国民保護訓練 
これまでに実施した訓練の概要 

○訓練の記録映像 
主な実動訓練の記録映像 

○その他 
関係機関の計画、都道府県避難施設一覧、 

 国民保護研修会の概要、国民保護用語集、 
 参考資料 
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